
国語
国語の定着状況

具体的な課題

課題の原因 課題解決の方策

次年度の数値目標

　標準スコアを同等、または上回っている。基礎問題については定着が見られるが、活用問題について、
より読解力の向上が求められる。
  「漢字の読み・書き」の設問では、定着が見られる。「読むこと」の領域については、説明文よりも物語文
の内容の読み取りに伸びが見られる。「書くこと」については、「事柄の順序に沿って簡単な構成を考える
ことができる」「分かったことや疑問に思ったことを整理し、関係づけながらまとめて書くこと」の正答率が、
全体的に下回る傾向にある。これらは、問題で問われていることに対して、条件に合わせて正しく答えら
れていなかったり、初見の文章の構造を捉えられていなかったりすることが関係している。このことから、
論理的思考力に課題があると考えられる。

①　書く
考えを言語化することはできるようになってきた。その一方で語彙不足はまだ解消されておらず、
筋道を立てて文章を構成する力にも課題が見られる。
②　読む
情報量が多い文章などから、大事なことを取捨選択する力に課題が見られる。また、問われてい
ることに対して、叙述に戻って検証することに理解の差がある。

（１）児童の意識
　「言葉の時間」において,１００マス作文等
に取り組んできた結果、自分の考えを抵
抗なく書くということができるようになってき
た。一方で、ただ自分の考えを書き記すの
みになっていて、前後の繋がりを考えて書
いたり、条件に合わせて書いたりすること
には、まだ苦手意識が高い。根拠をもって
書くことを中心に、相手意識をもって書く力
が重要になるが、自分本位な書き方に留
まり、そこで満足してしまっている現状が
ある。同様のことが「読む」時にも当てはま
り、書き手の意図を捉えながら読むという
より、読んで自分がどう思うかで留まって
しまう傾向がある。
（２）授業の実態
　課題に対して、示されたいくつかの方法から
選んだり、自分で考えたりすることが十分に定
着していないことが考えられる。疑問や課題を
解決する方法を自ら考える活動を、今後も充
実させていくことが一層求められる。話し合っ
た内容の整理の仕方、効果的な調べ学習の
進め方について理解が深まるようにしている。
他者に分かりやすく伝えられるよう、説明する
時の文章の構成や比喩などの表現方法を指
導している。
　

（１）国語の授業改善
①目的や意図を明確にした短作文指導の改善
　ただ文章を書かせるのではなく、考えの整理の仕方
や構成の仕方を教え、身に付けさせる。量を書けるよ
うになってきたので、表現方法を学ぶ授業に転換して
いく。
　書いた作文を級友や家族などの第三者に読んでも
らう活動を設け、常に相手意識をもって書くことができ
るようにする。
②一人一人に自分の考えをもたせる授業
　　一人一人が静かに考える時間を授業内に設定す
る。叙述の「言葉」に注目して読ませ、語彙を増やす
とともに、考えをもてるように指導する。叙述から根拠
を見出せるよう指導し、問われていることに対応する
文章を書けるようにする。
（２）他教科も含めた学校生活における改善
①日常的に書く経験を増やす
　自分の考えを書く活動を充実させると共に、既習漢
字を確実に使うよう丁寧に指導をする。一文を短く書
くことを意識させ、文と文のつながりを考えさせる。
②言語環境を整える
　読書の充実、言葉の時間の実施により児童が様々
な言葉に触れる機会を確保する。
（３）家庭学習の充実
　量ではなく質の向上を図る。見直す習慣はもとよ
り、予習的な内容を盛り込み、家庭にも協力を仰ぐ。

・今年度の課題である「読むこと」の中で、特に説明的文章の各観点・各領域の目標値を上回る
児童を８割以上にする。
・文章の構成に関する問題に対して、正答率が前年度を上回ることができるように授業改善を行
う。


